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○「デザイン」というものを漠然としか知らない人

○画塾などに通ったことがなくアトリエでの制作がいまいちピンとこない人

○具体的な課題内容や制作環境についての情報

→入学するまでアトリエというものがよくわからなかったし、2、3年生と学年が上がるに

つれどこで制作するんだ？！となった

○視覚デザイン学科の学生にインタビューを行う

　↓

　内容をコラムみたいな感じでまとめる

○スタジオや映像編集室などの設備が充実している→春休みなども借りられる

→しかし視覚デザイン学科は人数が多くてプロダクトや建築のようなアトリエがない、

　良くも悪くも自分の居場所 (制作場所 )を選べる



○大学選び

○合格した後

○大学生活のイメージトレーニング

→気持ちを高める

○ものづくりやデザインへの漠然としたイメージが少しは固まるかも…

○課題に対する学生一人ひとりの取り組み方を知ることができる

→新たな発見

○先輩とその人のアトリエが一目でわかる

○ワクワク感を重視

→クリエイティブはワクワクする環境でやらなくちゃ！

アトリエをもたない僕たちの、小さなアトリエ。




